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仁1例

四候畷市教育委員会が平成12年度国庫補助事業として計画、実施した発掘調本書は、1 

査事業及び開発による原因負担で実施した発掘調査事業の概要報告書である O

四傑畷市j青j竜所在の正法寺跡において平成12年7月17司に着手し、平成発掘調査は、2 

12年8月4日に終了した。

技師職員村上始を担当者四候畷市教育委員会文化振興部生涯学習推進室調査は、3 

とし実施した。調査にあたっては、同主任野島稔の指導を得た。

発掘調査の実施にあたっては、土地所有者の辻岡多賀子氏・大阪府教育委員会文化4 

財保護課@備)枚方市文化員十研究調査会事嬰井敬夫氏の御協力@御教示を得た。厚く感謝

の意を表したい。

土遺物の整理・実測については、村上始@佐調査補助については由伏美智代が、5 

野喜美@駒田佳子@田伏美智代@田中希和が行なった。

本書の執筆は村上始が行なった。6 

四候畷市教育委員会に保した遺物および写真@実測囲面等は、

本史目次

発掘調査において出

管している。

7 
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第 1章遺跡、の位置と歴史的環境

正法寺跡は、生駒山系の西側斜面から派生する清滝丘陵上の四候畷市大字清滝に所在す

るO 当遺跡として周知されている約210m田方の台地上には水田が広がっていたが、現在

はその中央より西側に府道枚方@富田林・泉佐野線が南北方向に通じており、宅地開発も

進んできているO この台地は周辺地域より約30m程高くなっており、南側斜面下には東西

方向に清滝鯖道が、西側斜面下には南北方向に東高野街道が通じている交通の要衝の地で

あるO 当寺院は過去の発掘調査で白鳳時代に創建され、寺勢は衰えながらも室町時代頃ま

で当地に存在していたことが判明している O 正法寺跡については、昭和44年度@平成 5~

7年度に府道枚方・富田林@泉佐野線建設に伴う大阪府教育委員会による発掘調査や平成

8年度・平成 9年度の四候畷市教育委員会による発掘調査などによって明らかにされてき

た。その詳細についてはそれぞれの概要報告書を参照されたい。

周辺の遺跡としては、同じ丘陵上の北東隣には古墳時代後期の清滝古墳群があり、南側

には四篠畷小学校内遺跡@大上遺跡@木間池北方遺跡・城遺跡が分布している。最近の発

掘調査では、これらの遺跡から奈具時代や平安時代の遺構を多く発見しており、正法寺と

同時期の集落跡であると考えている O 特に本開池北方遺跡では、河川lから奈良時代の陶硯

などと伴に水辺祭記に使われたと思われる土馬が7体、井戸から「…万呂」と墨書された

土器などが出土している o (第 I圏)

1 

正法寺跡

2 :清滝古墳群

3 :圏中神社内遺跡

4 :大上遺跡

5 :城遺跡

6 :木間池北方遺跡

7 :四僚畷小学校内遺跡

8 :中野遺跡

9 :奈良井遺跡

10 :南山下遺跡

11 :岡山南遺跡

第 1図周辺遺跡分布関



調査の成果第2章

四候畷市教育委員会に四候畷市大字清平成12年4月25日付けで辻岡多賀子氏により、

滝385-2における宅地造成に伴って、文化財保護法第57条の 2第1項の規定により埋蔵

文化財発掘の届出が提出された。開発内容を検討@協議した結果、造成に伴い擁壁を建築

する箇所については、遺跡を破壊するため原因者負担で発掘調査を行なうこととなった。

ただし開発場所は正法寺の講堂跡と推定されている場所であり、東側に隣接する箇所で行

なわれた府道建設に伴う大阪府教育委員会の発掘調査においても基壇をもっ建物跡の一部

が確認されているO そのためこの建物跡の詳細を確認するために国庫補助事業としてトレ

このトレンチ調査で確認した遺構については、発掘調査後埋め戻しをンチ調査を行った。

行ないさらに宅地造成のため約 2mの盛土が施されているので、現在のところ保存されて

11lili--

いる状況である o (第2菌)

ι 
四係畷小学校

図置位

2 

第2図



-句会

4
地

区

以下今回検出した主な遺構

について述べるが、発掘調査

にあたって、今回は東西方向

のトレンチを南から I地区・

2地区・ 3地区、南北方向の

トレンチを 4地区と呼称した。

なお、 1地区.3地区.4地

区については原因者負担で、

2地区については国庫補助事

業として発掘調査を行なった。

(第3図)

T主

1地区

第3図配置囲

( 1 )基本麗j事(第4圏)

第I層耕土上面はT.P.+ 32.200m付近で、厚さは20~40cmで、ある O 現代の耕土。

第H層床土上面はT.P.+ 32.000m付近で、厚さは1O~20cmで、ある O 現代の床士。

第田層灰黄色砂質土上面はT.P.+ 3 1.600~3 1.900m付近で、厚さは10~80cmで、ある O

多量の瓦を包含しているO

第IV層 にぶい黄色砂質土上面はT.P.+ 31ιOO~3 1.600m付近で、厚さは1O~50cmで、あ

るO 基壇の整地士。第 1遺構面。

第V層黄灰色粘質土・灰色シルト 上面はT.P. 十 30.900~3 1.100m付近で、摩さはlO~

20cmで、あるO 寺の造営に伴う整地土(基壇の下)。第 1遺構面。

第VI層明黄褐色粘質土上面はT.P.+ 30.800~3 1.700m付近である O 第 2 遺構面。地山

面。

3 

J・・ーー



本語

第 1遺構菌(第4闇@巻頭菌鞭 1..... 2 .関目度 1"'3)

、五邑

1里( 2 ) 

1地区. 2 地区と 4 地区の南側において耕土下約20~40cmのところで基壇を検出した。

基壇上面の標高はT.P.+ 31.600m付近で、あった。検出した範国は東西約13m'南北約10m

を測り、東@西側と南側は調査区外にのびているO 東側については、大阪府教育委員会が

平成 5年震からの調査で基壇の東端を含め確認しているので、基壇の規模は今回の調査結

果とあわせると、東西約まで確認できたことになるO 基壇は調査地区の南東側(1地

面が低くなっを利用しているが、酉へ向かうほど地区の東端付近)においては地山

面より最大で、約50cm高いところでは地ているため、基壇の北西側(2地区の中央付近)

を盛って整地している簡所がみられた。には一部でこのとなっている Oが基壇の

+ 30.900血付近で、あったので、基壇の高さは北西端で、約70cmを測った。lま基壇下の標

に30~80cmの花闘岩の自然石を 2~3 段積み重ねてい基壇の北縁沿いには、ほぼ東西方

けたと思われる石が20個ほどみられた。乱石積みは北関の石らのなかには火
、P
'--る。

すEの石が崩れている状況であった。基壇本体と石積みの開には面を揃えて積んでおり、

ここからは須恵器壷片と緑粕陶器片える Oと褐灰亀砂質土が充填されており、裏込め

している O. 14) 6園-13. 14 .国版5-

つまり今回検出した基壇の北西側において瓦敷きを2地区の西端と 4地区の中央付近、

(石列と礎石をもっPi t この瓦敷きは乱石積みから商側へ約 1m離れたところした。

北約80cm'東西約仕5mの範囲で確認できた。瓦は甫端の 1列が、)にみられ、との

を意識して乱石積みと平行方向に並べられており、そのみ重ねて平瓦を2~3 

めていた。瓦はほとんどが平瓦を使用しており、関なく敷き列から北側には割った瓦を

が混在していた。今田検出した瓦敷きの-11"国版5-1 (第 6fごけ

幅は南北約の範囲で、あったが、本来乱石積み付近まで存在していたものと思われる O

1によって切られており、そこから東側では検出できなかった。一部は、宇品

3基を検出した。ほとんどの遺構は、出土基壇上においてはPi t 33基や溝1本@

の確定は困難であるが、おおよそ平安時代の時期に属す遺物が小片であるため詳細な

で検出したが、動

り方の一辺が1.3m前後の隅

った遺構)しては 4簡所(薄いトーンを

かされていたり表面が崩れているものであった。それらは

4 

るO 礎石にるものと思わ
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A~B 土層説明

第 1層灰黄褐色砂質土 (10YR512) 
非常に多量の瓦を含む

第 2層 にぶい黄褐色砂質土 (10YR413) 
極少量の瓦を含む

第3膚 2層に炭化物を多く含む
第4唐浅黄色粗砂 (2.5Y7/4) 

C~D 土層説明

第 1層灰黄色砂質土 (2.5Y612) 第 4層黄灰色砂質土 (2.5Y511) 
第 2層灰色砂質土 (N51) 第 5層灰色砂質土 (5Y511) 

に地山ブロン'7 (明黄褐色粘質土10YR618)混入
第 3膚 にぷい黄色砂質土 (25Y 614) 

基壇の整地土
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D~E 土層説明

第 1層 明黄褐色砂質土 (10YR618) 
第2層灰白色細砂 (5Y811) 
第 3層 日音灰黄色砂質土 (2.5Y412) 
第 4層褐灰色綿砂 (10YR611) 
第 5層灰黄褐色砂質土 (10YR512) 
第 6層黄褐色砂質土 (2.5Y513) 

に灰色砂質土 (N41)混入
第 7膚黄灰色粘質土 (2.5Y511) 
第 B麗灰黄褐色料、質土 (10YR612) 

非常に多量の瓦を含む
第 9膚灰黄褐色粗砂 (10YR512) 

非常に多量の瓦を含む

)

4

)

 

)

)

氾

町

山

辺

1
1
5
f
i
1ノ
4

前

打

R
F

パ
R

R

R

W

J

2

1

N

 

V

B

Y

れ

n村

山
川
土
叩
入
(
土
引
い
(

(
め
(
混
土
質
(
土

土
込
土
物
質
紛
土
土
質

質
裏
質
仕
砂
色
地
質
砂

砂
の
砂
炭
色
黄
整
砂
色

色
み
色
に
褐
い
の
色
褐

灰
積
白
層
貴
ぶ
壇
灰
黄

褐
石
灰
行
灰
に
基
黄
灰

層

層

層

層

膚

層

層

n
V
4
i
nノ』

q
υ
A崎
氏

叫

ハ

b

第
首
叩
仲
南
町
時
並
立
品
開
時
再
開
昨
日
間

第4図 第 1遺構面平面図@壁断面関
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丸方形のPi tに据えられていた。今田の調査結果と大阪府教育委員会の調査結果とを照

らし合わせてみると、柱関2.5~ 3 m .高北4間・東西3間以上と述べている建物は、柱

開2.5~ 3 m .南北4間・東西8間以上であると想定できるO ただし 2基のPi t (p i t 

17・Pi t 18) については復元した柱の軸線上には位置するが、柱聞が2.5~ 3 mの復元

位置ではなく1.5m間隔となるO

基壇の北側は約70cm低くなっており、調査範圏の北端まで厚い瓦だまりに覆われていた。

堆積状況から基壇建物の瓦が北側へ崩れ落ちたものと考えられるO 瓦のほとんどは平瓦や

丸瓦であったが、奈良時代~平安時代の時期に属すると思われる11点の軒先瓦が出土して

いるO

大阪府教育委員会の調査報告書によると、 10世紀前半の土坑が埋められた上に基壇の乱

石積みを作っており、その埋土の直上には石積みが残っていることなどから、基壇建物は

10世紀半ば頃に築かれ12世紀前半には倒壊したと述べているO

1地区の南壁沿いにおいて一辺が60cmを測る方形のPi tを6基(濃いトーンを貼った

遺構)検出した。遺構面の標高はT.P.+ 3 1.200~3 1.600m付近で、ある O これらは柱聞が約

2.2mの等間隔で、東西方向に並んでいるO これらの一部は、礎在をもっ遺構によって切ら

れている点や上面に基壇の整地土が堆積していることから、基壇建物の下層の建物跡であ

ることが判明した。本来第2遺構面とするべきものであるが、一部の遺構を礎石をもっ遺

構と問じ面で検出したためこの項で述べることとする。建物の規模については調査範囲が

狭いため明確で、はないが、 Pi t 2やPi t 4が閉じ建物の遺構である可能性が考えられ

るO このPi t群の 2基 (pi t 22とPi t 24)からは、正法寺の創建当時の瓦である素

弁蓮華文軒丸瓦が 4 点(第 9 図 -35~38 .圏版9-35~38) 出土している O これらのこと

からだけでP t群の時期を確定することは困難で、あるが、少なくとも基壇建物よりは古

い時期の遺構であることがわかるO 現在のところは、前述のような状況からこれらの遺構

が正法寺の創建当時のものである可能性を考えておきたい。

3地長と 4地区の北側において、前述した瓦だまりの下層の地山面でPi t 9基や溝13

本・土坑1基などを検出した。遺構面の標高はT.P.+ 30.800~3 1.000m付近で、ある O 一部

は大阪府教育委員会の調査で検出された遺構に続くものである(溝 9)0 その調査報告書

でも述べているように、これらの遺構は前述した基壇建物の下層のものと考えられ、遺構

面の上層にみられた黄灰色粘質土や灰色シルトが寺院を造営する時の整地土と思われる O

出土遺物からは、 8 世紀末~10世紀代の遺構が混在していると思われる O この遺構面は、

7 



--ー

P it C 

Pit A 

-='=-

二=コ

土も一

国

m
1
4
J
 

F
h
d
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Pit日 P i t C 

L 
Pit A 

L 丁目白

Pit A 土層説明
第 1層灰黄色砂質土 (2.5Y7/2) 
第2層 1層に明褐色砂質土 (7.5Y円5/8)混入
第3層灰色砂質土 (5Y4/1) 
第4層青灰色砂質土 (5B5/1) 
第 5層灰白色粗砂 (7.5Y7/2) 

P it B 土層説明
第 1層灰黄褐色砂質土 (10YR4/2) 
第 2層 1層に地山ブ口 y7 (黄櫨色砂質土10YR7/8)少量混入
第 3層 1層に地山ブ口、ノケ(黄構色砂質土10YR7/8)多量浪人
第4層 lこぶし、黄褐色粗砂 (10YR5/3) 
第5麿褐灰色砂質土 (10YR6/1) 

o 1m 

Pi! C 土層説明
第1層褐灰色砂質土 (10YR6/1) 
第2層 灰黄褐色砂質土に地山ブ口ッ 7 (黄燈色砂質土10YR7/8)多量混入

第5図 第 2遺構面平面図.P i t断面臨

- 8 一
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後述する 1地区と 4地区南側の第1遺構面下の地出面で検出した遺構面と、同ーの遺構面

であると思われるO

第2遺構面(第5園)

この遺構由は、 1 地区と 4 地 IR南側の第 1 遺構面の下約20~50cmを掘り下げた地山面で、

検出した。遺構面の標高はT.P.十31.000m付近で、ある o 2地区に関しては前述したように、

建築物によって遺跡が破壊されることがないため、基壇を保存するために下層への掘り下

げは千子なわなかった。

この面からは、 Pi t 6基@土坑 1基@溝 l本を検出した。 Pi t BとPi t Cの断面

観察では柱の痕跡を確認し、 Pi t AとPi t Bの底部からは根石を検出した。それぞれ

掘立柱建物を構成するものと思われるが、建物を復元することはできなかった。

( 3 )遺物

く〉土器@鉄器類

第1遺構画出土遺物

。瓦だまり出土遺物(第8闇 1......10 .国醸4-1""10)

1 . 2は土師器小皿である o 1は平底の底部から口縁部が外上方へ伸び¥丸みをもっ口

縁端部に至るO 体部内外面はナデ調整、日縁部は内外面ともヨコナデ調整が施されている

(第 6図-1 .圏版4-1 ) 0 2は平底の底部から体部が大きく外上方へ伸び、口縁部はヨ

コナデ調整により若干外反するO 口縁端部はナデ調整により若干上方へ上がり気味で、い

わゆる「て」の字状口縁を呈しているO 底部外面にはユピオサエによる指頭痕が認められ

る (第 6図-2・図版4-2) 0 

3は土師器杯Bの小片であるO 高台は貼り付けである o (第6図-3・圏版4-3) 

4は土師器室の小片であるO 口縁端部を若干つまみ上げているO 体部外面は磨耗してい

るが、タテハケメ調整の痕跡がみられる o (第8圏-4.圏版4-4) 

5 . 6は須恵器杯B蓋の小片である。 5はほぼ水平の天井部から外下方へ伸び、端部は

9 
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若干外反する(第 6図-5 '図版4-5) 0 6はほぼ水平の天井部から端部に至るO 端部

は強いヨコナデ調整により外下方へ屈曲し、かえり部をもっ(第6図-6 .図版4-6) 0 

7は須恵器杯Bの底部の小片である o (第6図-7・国版4-7) 

8は須恵器鉢Aの口縁部の小片であるO 胎土は椴密である o (第6図-8'圏版4-8) 

9・10は鉄釘である o (第6閣-9・10・圏版4-9寸0)

gN，敷き@苦L器購み@裏込め土内出土遺物(第5圏-11"'14.圏臨5-11'-"14)

11は円筒埴輪の小片であるO 体部外面には斜め方向のハケメ調整、内面はナデ調整を施

しているが、磨耗が著しい。タガの断面形態は低い台形を呈しているO タガの幅は器壁と

の接合部で、約2.2cm'高さ約0.7cmを測り、タガの突出度は31である D この遺物は多くの平

瓦とともに瓦敷きに使用されていたものである o (第6図-11・図版5-11) 

12は緑紬陶器鉢の小片である O 体部は逆八の字状に開き、丸みをもっ口縁端部に至る O

高台内を含む体部内外面に明緑色の粕薬を施しているO 高台は比較的高さの低い、貼り付

けの輪高台である O 乱石積みの石に貼り付いた状況で出土したものである o (第 6図-

12・図版5-12) 

13は須恵器壷Lの底部の破片であるO 高台は大きく八の字状に開く O 底部内面には降灰

がみられ、高台内には回転糸切りの痕跡がみられるO 乱石積みの裏込め土内から出土した

ものである o (第 6図-l3・図版5-13) 

14は緑柚閥器の底部の小片であるO 高台内を含む体部内外面に濃緑色の粕薬を施してい

るO 高台内には田転糸切の痕跡がみられるO 高台は高さの低い有投輪高台であるO 近江産

の製品と思われる O 乱石積みの裏込め土内から出土したものである o (第 6圏-14.陣版

5 -14) 

。溝出土遺物(第s盟-15"'17.盟見!i6-15"-'17)
15は土師器鍋である C 体部は丸底の底部から垂直気味に外上方へ伸び、口縁部で大きく

外反する C 口縁端部は上方へ若干つまみ上げる O 体部外面はタテハケメ調整・内面はナデ

調整を施している口溝Iから出土したものである o (第6圏 15・間版6-15) 

16は土師器小皿であるO 平底の底部から体部が外上方へ仲ぴ、日縁部はヨコナデ調整に

より大きく外反するO 口縁端部は上方へつまみ上げ、いわゆる「て」の字状口縁を呈して

いるO 溝2から出土したものである o (第6圏-16・図版6-16) 

t
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17は須恵器壷または水瓶の底部で、あるO 高台は内側に張り出しているO 外面に降灰がみ

られるD 溝2から出土したものである o (第6図-17・図版6-17) 
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出土遺物(2 ) 第7図

第2遺構覇出土遺物

3地区.4地[&の北側

。溝出土遺物(第8闇-18・19・図版6-18・19)

18は須恵器円面硯であるO 体部の周囲には縦約1.7cm.横約 1cmの長方形のスカシが8

個開けられているO 溝4の上層から出土したものである o (第6図-18・図版6-18) 

19は須恵器鉢の日縁部の小片であるO 口縁端部は玉縁状を呈する。溝9から出土したも

のである o (第6図-19・図版6-19) 

(QP i t出土遺物(第6閣-20-23・図版6-20.......23) 

20は須恵器杯H身の日縁部の小片である O 口縁部の立ち上がりは短く、若干内傾し口縁

P i t 26から出土したものである o (第8図-20・図版6-20) 端部は尖り気味である O

21は須恵器杯Aの小片であるO 体部は、中心部が若干上げ底気味である平底の底部から

外上方へ伸び、尖り気味の口縁端部に至るO 内面と外面の一部に炭化物と思われるものが

P i t 26から出士したものである o (第6国一21.圏版6-21) 付着しているO

つ山ti
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22は土師器皿Aの小片であるO 平底の底部から口縁部が外上方へ伸び、丸みをもっ口縁

端部に至る o P i t 26から出土したものである o (第6図-22・図版6-22) 

23は平底の底部から体部が大きく外上方へ伸び¥口縁部はヨコナデ調整により若干外反

する O 口縁端部はナデ調整により若干上方へ上がり気味で、いわゆる「て」の字状口縁を

呈している o (第6図-23・図版6-23) 

1地区.4地震の南側

。包含屠出土遺物

24は土師器高杯の脚部であるO 体部外面は磨耗が著しいため稜線は不明瞭であるが、断

面形態は五角形以上を呈すると思われる o (第7図-24・図版7-24) 

!Q)p i t出土遺物(第7国-25-27.闇版7-25"'27) 

25は須恵器杯の小片である o P t Aから出土したものである o (第 7関-25・圏販

7 -25) 

26は土師器杯Eの小片である O 口縁部はヨコナデ調整により内外面に稜線をもって若干

外反し、内面は若干凹み気味であるO 口縁端部は尖り気味である o P t Bから出土した

ものである o (第7図-26・国版7-26) 

27は土師器皿Aの小片である O 平底の底部から口縁部が外上方へ伸び、丸みをもっ口縁

端部に至る o P t Bから出土したものである o (第7図-27.図版7-27) 

。溝出土遺物

28は土師器把手付斐の小片である O 溝 1から出土したものである o (第7図-28・図版

7 -28) 

く〉瓦類

今回出土した瓦類は、コンテナの数にして約100箱分であった。そのほとんどは平瓦・

丸瓦で、瓦だまりから出土している O 比率的には平瓦が多く出土した。

13 



軒丸瓦

第 1遺構菌出土遺物

。瓦だまり出土遺物(毒事8e盟-2事""32.圏販8-29"""'32) 

29は単弁八弁蓮華文軒丸瓦であるO 外縁には凸鋸歯文、外区には26個以上の珠文(他の

を巡らす。界線はない。問弁は小さな三角形を呈し完形品の出土例をみると31個である)

ている O 中房には蓮子を 1+ 8で配している。丸瓦は瓦当部に深く差し込まれており、充

填粘土は多量であったと思われる O 瓦当部裏面はナデ調整を行なったあと周縁をヨコナデ

(第8図-29.国版8-29) 調整している。
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30は単弁蓮華文軒丸瓦であるO 瓦当部の厚みは薄く、外縁には凸鋸歯丈、外区には14個

以上の珠丈を巡らす。界線はない。問弁は高く、三角形を呈している D 中房には蓮子を

1 + 6以上(他の中房が残存している出土例をみると 1+ 7個である)で配している。

(第8図-30.図版8-30) 

31は複弁六弁蓮華文軒丸瓦であるO 外区には17個以上の珠文(他の完形品の出土例をみ

ると20個である)を巡らす。中房には蓮子を 1+ 4で配している O 丸瓦凹面と瓦当部の接

合部はナデ調整が行なわれ、充填粘土は多量であるO 瓦当部裏面はナデ調整を行なったあ

と周縁をヨコナデ調整している O 丸瓦凸面はタテヘラケズリ調整が施されている o (第8

図-31・図版8-31) 

32は単弁蓮華文軒丸瓦であるO 蓮弁は反時計画りに傾いている O 外縁には凸鋸歯文、外

区には20個以上の珠文を巡らす。界線はない。問弁は若干高く、三角形を呈している。中

房には蓮子を 1+ 1 + 6以上(他の中房が残存している出土例をみると 1+ 1 + 8個であ

る)で不均等に配している。丸瓦は瓦当部に差し込み、丸瓦凹面と瓦当部の接合部はタテ

ナデ調整が行なわれ、充填粘土は多量である。 33と同じ文様であるが、焼成が軟質である O

(第8図-32・図版8-32) 

。土坑 1出土遺物

34は素弁蓮華文軒丸瓦(他の完形品の出土例をみると八弁である)であるO 蓮弁の中央

に稜線をもち、開弁は中房から外縁に向かつて扇状に広がっているO 中房は凸状で断面台

形を呈し、蓮子を 1+ 4で配している O 瓦当部裏面の丸瓦の接合部分には刻み白状の痕跡

がみられる O 瓦当部裏面はナデ調整を行なったあと周縁をヨコナデ調整している O 正法寺

の創建瓦である o (第8圏一34・園版9-34) 

第2遺構酉出土

。溝4出土遺物

33は単弁蓮華文軒丸瓦である口蓮弁は反時計回りに傾いている O 外縁には凸鋸歯文、外

区には20個以上の珠文を巡らす。界線はない。問弁は高く、三角形を呈している O 中房に

は蓮子を 1+ 1 + 6以上で不均等に配している O 丸瓦は瓦当部に差し込み、丸瓦四面と瓦

当部の接合部はナデ、調整が行なわれ、充填粘土は多量で、ある O 瓦当裏面はナデ調整を行な

- 15 



ったあと崩縁をヨコナヂ調整している o 32と同じ文様の瓦であるが、須恵質に焼かれてい

る。(第8図-33・図版8-33) 

OP i t出土遺物(第盟国-35"""'38.国販9-35""'"'38) 

であるO 蓮弁の中央35は素弁蓮華文軒丸瓦(他の完形品の出土例をみると八弁である)

に稜線をもち、問弁は中房から外縁に向かつて扇状に広がっている O 中房は凸状で断面台

形を呈し、蓮子を 1+ 4で配しているO 瓦当部裏面はナデ調整を行なったあと周縁をヨコ

P i t 24から出土したものである o (第 9ナデ調整している O 正法寺の創建瓦である D

圏-35.関版9-35) 

であるO 蓮弁の中央36は素弁蓮華文軒丸瓦(他の完形品の出土例をみると八弁である)

に稜線をもち、問弁は外縁に向かつて扇状に広がっているO 丸瓦と瓦当部は、凸面と凹面

さらに凸面の先端部分に少量の粘土を補填して接合し、問面にヨコナデ調整を施した後、

へ瓦当面に沿って薄い粘土紐を巻いている O 焼成は須恵、質である O 正法寺の創建瓦である O

P i t 22から出土したものである o (第9圏-36.図版9-36) 

日戸:
36 

j ".-"--
J 

] 

38 

t
l
l

いしい川
U

35 

，一ー〆
J 

0 1Ocm  

37 

瓦(2 ) 丸
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』匝-ー

37は素弁蓮華文軒丸瓦(他の完形品の出土例をみると八弁である)である。蓮弁の中央

に稜線をもち、問弁は中房から外縁に向かつて扇状に広がっている O 中房は凸状で断面台

形を呈し、蓮子を 1+ 4で配している O 瓦当部裏面はナデ調整を行なったあと周縁をヨコ

ナデ調整している O 瓦当部裏面の丸瓦の接合部分には刻み目状の押捺した痕跡がみられる O

焼成は須恵質である O 正法寺の創建瓦である o P i t 22から出土したものである o (第 9

図-37・図版9-37) 

38は素弁八弁蓮華文軒丸瓦であるO 蓮弁の中央に稜娘をもち、問弁は中房から外縁に向

かつて扇状に広がっている O 中房は凸状で断面台形を呈し、蓮子を 1+ 4で配している O

瓦当部裏面の丸瓦の接合部分には刻み目状の押捺した痕跡がみられ、丸瓦と瓦当部は凸面

と四面に少量の粘土を補填して接合し、凹面にヨコナデ調整を施している O 瓦当部裏面は

ナデ調整を行なったあと周縁をヨコナデ調整しているO 正法寺の創建瓦であるo P i t 22 

から出土したものである o (第9図-38・図版9-38) 

軒平瓦

第1遺構菌出土遺物

。瓦だまり出土遺物(第10園-39.......44.関版10-39"""'44)

39は均整唐草文軒平瓦の小片であるO 外区に三重の圏線を巡らし、外縁は幅が狭く、高

さも低い。顎は曲線顎を呈するO 平瓦と瓦当部は凸面と四面に粘土を補填して接合し、出

面にヨコナデ調整、凸面にタテナデ調整を施している o (第10図-39・図版10-39) 

40は均整唐草文軒平瓦の小片であるO 外区に三重の圏線を巡らし、外縁は幅が狭く、高

さも低い。顎は曲線顎を呈するO 平瓦と瓦当部は凸面と凹面に粘土を補填して接合し、田

面にヨコナデ調整、凸面にタテナデ調整を施している o (第10図-40・図版10-40)

41は均整唐草文軒平瓦の破片であるO 外区に三重の圏線を巡らし、外縁は幅が狭く、高

さも低い。顎は曲線顎を呈する。平瓦と瓦当部は凸面と凹面に粘土を補填して接合し、出

面にヨコナデ調整、凸面にタテナデ調整を施している o (第10図-41・図版10-41)

42は均整唐草文軒平瓦であるO 外匿に三重の圏線を巡らし、外縁は幅が狭く、高さも低

い。顎は曲線顎を呈するD 平瓦と瓦当部は凸面と凹面に粘土を補填して接合し、凹面にヨ

コナデ調整、凸面にタテナデ調整を施している o (第10圏-42・図版10-42) 

39~42は同じ文様であるが、焼成は39 と 41が須恵質で40 と 42がやや軟質である O

43は均整唐草文軒平瓦の小片であるO 外区には二重線の開に凸線の斜格子を施し、ひと

門

i
t
Eよ



1ιコ;

仁コ:
40 42 

じコ
o 10cm 

lt i 

44 

第10図軒平瓦

つおきの斜格子内に珠文を施した文様帯を巡らしているO 外縁は幅が若干狭く、高さも低

い。顎は曲線顎を呈するO 平瓦と瓦当部は凸面と凹面に粘土を補填して接合し、凹酉にヨ

コナデ調整、凸面にタテナデ調整を施している o (第10図-43・園版11-43) 

44は均整唐草丈軒平瓦である O 外区には二重線の間に凸線の鋸歯文を施し、ひとつおき

の区画内に珠文を施した文様帯を巡らしているO 外縁は幅が狭く、高さも低い。顎は曲線

顎を呈する O 平瓦と瓦当部は凸面と凹面に粘土を補填して接合し、凹面にヨコナデ調整、

凸面にタテナデ調整を施している o (第10圏-44・図版11-44)

43と44は文様構成が似ているが、 44は文様が稚拙であるD

- 18一
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平瓦

今回出土した瓦の大半は、瓦だまりから出土した平瓦であった。そのうち縄目叩きの瓦

が、大半を占めているO 以下には、それらのうち左右端面もしくは上下端面が残っている

ものを掲載するO

第1遺構菌出土遺物

。瓦だまり出土遺物(第11・12圏一45"""'49.園版11-45"""49)

45は左右端面が残存しているO 由面には布目痕がみられ、 1 cm四方内の縦糸は 7本@横

糸は 7本であるO 布目痕の一部は磨り消されているO また広端側と右端側には布をまつっ

た痕跡がみられ、模骨痕はみられない。凸面には、縄の幅が約 3mmの縄目叩き痕がみられ

るO 焼成はやや軟質であるO 四面の状況から 1枚作りのものと思われる o (第11図-45. 

図版11-45) 

46は4端面が残存しているO 凹面には布目痕がみられ、 1 cm 四方内の縦糸は 9本・横糸

は11本であるO 布目痕の一部は磨り消されているO また狭端側には布をまつった痕跡がみ

られ、模骨痕はみられない。粘土板の切り取り痕が残っているO 凸面には、縄の幅が約 3

mmの縄目叩き痕がみられ、指頭痕が多く残っているO 焼成は須恵質であるO 四面の状況か

ら1枚作りのものと思われる o (第11圏-46.図版11-46)

47は左右端面が残存しているC 凹面には布日痕がみられ、 1 cm四方内の縦糸は 7本@横

糸は 6本であるO 布目痕の一部は磨り消されているO また模骨痕はみられない。凸面には、

縄の幅が約4mmの縄目叩き痕がみられるO 焼成は軟質であるO 凹国の状況から 1枚作りの

ものと思われる o (第12図-47・圏版12-47) 

48は左右端面が残存しているO 四面には布日痕がみられ、 1 cm 四方内の縦糸は 7本@横

糸は8本である。布目痕の一部は磨り消されているO また模骨痕はみられない。凸面には、

縄の幅が約 4mmの深い縄目叩き痕がみられる O 焼成は須恵、質である C 凹面の状況から 1枚

作りのものと思われる o (第12図-48・図版12-48) 

49は上下端面が残存しているO 凹面には布日痕がみられ、 1 cm四方内の縦糸は 8本@横

糸は 8本である。布目痕のほとんどは磨り消されているO また幅約 4cmの模骨痕がみられ

るO 凸面には、一辺約 5mm四方の正格子叩き痕がみられるO 側面には面取りのヘラケズワ

がみられる O 焼成は須恵質である O 肥田の状況から粘土板桶巻き作りのものと思われる O

(第12図-49.図版12-49) 

- 19 
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今田出土した丸瓦はすべて行基式のもので、平瓦と比較すると出土数が少なかった。以

下には、それらのうち完形品に近いものを掲載するO

第1遺構酉出土遺物

。瓦だまり出土遺物(第13圏-50-52.圏版13-50""52)

50は左右端面の一部が欠損しているO 凸面の叩きの痕跡は、ナデ調整により磨り消され

ているO 凹面には布目痕の一部と粘土板の切り取り痕が残っているO また布に縫い付けた

と思われる紐状の痕跡がみられるO 焼成は軟質である o (第13図-50・図版13-50) 

51は右上の一部が欠損しているO 凸面の叩きの痕跡は、ナデ調整により磨り消されてい

るO 凹面には布目痕がみられ、 1 cm四方内の縦糸は 7本@横糸は 8本である D また粘土板

の切り攻り痕と接合痕が残っているO 焼成は須恵質である o (第13圏-51・図版13-51) 

52はほぼ完形品であるO 凸面の叩きの痕跡は、ナデ調整により磨り消されており、軟質

のため風化痕が顕著で、ある O 四面には布目痕がみられ、 1 cm四方内の縦糸は 5本@横糸は

5本である O また布に縫い付けたと思われる紐状の痕跡がみられる O 焼成は軟質である O

(第13図-52・図版13-52) 

く〉噂

第1遺構画出土遺物

。瓦だまり出土遺物(第14~喜一53""""57 .圏顧問-53"""57)

今回出土した埼は、大きく I類と H類の 2種類に分類できる。 I類は、表面の一端に段

をもち断面形態がL形を呈するもの(第14圏 -53~55 .園版14-53~55) である O 焼成は

53 . 54が須恵質で、 55はやや軟質であるO 豆類は、表面が平坦な煉瓦状のもの(第14図-

56・57.図版14-56・57)である o 57は、厚みが56より約 2cm程薄い作りである o 2点と

も焼成は軟質であるO

つ-
q中
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第3章まとめ

今回の発掘調査は、大阪府教育委員会が平成 5~7 年度にかけて行なった府道枚方・富

田林・泉佐野線建設に伴う発掘調査において確認した遺構との関連を確認するため、国産

補助事業としてトレンチを設定して行ない、宅地造成にともなう擁壁建設工事により遺跡

を破壊するところについては、原因者負担により該当する範囲を行った。

以下、簡単に整理しまとめにかえておきたい。

今回の発掘調査での成果は、前述した大阪府教育委員会による発掘調査で確認している

基壇建物の続きを確認したこととその下層から掘立柱建物跡の柱列を確認したことである O

基壇建物

大阪府教育委員会の調査報告書によると、「検出した範囲は南北10m、東西10mを測り、

西側は調査区外にのびているO 基壇の北縁には自然石を積んだ、化粧が残っているが、東縁

については、後世の削平や整地等で北東コ}ナーとその南側で一部検出したにとどまった。

南端については、前回の調査で検出した瓦器を含む東西方向の溝で切られていたため確認

できなかった。しかし建物の規模などから考えてもそれほど高へのひ、ていたとは考えられ

ない。JとしているO 今回の発掘調査では、乱石積みの続きは確認できたが、南端につい

ては調査地区の範囲外に当たるため確認できなかった。ふたつの調査結果をあわせると、

基壇建物の規模は東西約26mまで確認できたこととなるO 吉L石積みについては、本文中で

も述べたように30~80cm大の花崩岩の自然石を 2~3 段積み重ねており、なかには薄赤く

変色し火を受けたと思われるものが20個ほどみられた。また所々で焼土や炭化物などもみ

られた。これは『正法寺縁起』にある高北朝期の兵火によるものであろうか。

建物については同報告書中で、一辺1.2m前後の浅いくぼみも礎石を据えた痕跡と考え

ると柱間2.5~3.0m、南北 4 問、東西 3 間以上を想定している O 大阪府教育委員会による

調査図面に今回の調査結果を合わせた園面が第15図であるO 図面中央にみられる薄いトー

ンを苦状に貼りつけたラインが乱石積みで、濃いトーンを貼りつけた遺構が礎石をもっ

P i tもしくはそれに該当すると思われるものであるO 今国P tを検出できなかったと

ころも合わせて前述した柱間2.5~3.0mの復元に従うと、南北 4 開×東西 8 間の建物であ

ったと想定できる O 復元ラインに一致していない礎石については、建物の建て替えによる

ものと考えておきたい。時期については、それを決定できる明確な遺物は出土しなかった

が、中世の遺物が出土していない点と下層で 8 世紀末~10世紀代の遺構が混在していた点

間

h
dヮ“



を考えると平安時代の時期に当たるのではないかと考えるO

正法寺の伽藍配置については、昭和44年度の大阪府教育委員会による調査によって薬師

寺式と想定されているO それに従うと基壇建物は、講堂の位置にあたるO ただし、伽藍の

中軸線よりは東に寄っているO このことは地方における寺院の様相の一例と考えられるの

ではないだろうか。

乱石積みの南側で検出した瓦敷きには円筒埴輪が転用されており、その他にも円筒埴輪

が数点出土している。 このことは当地に寺院が建立される以前、東側に分布する清滝古墳

群が拡がっていた証左と考えるO

掘立柱建物跡

基壇建物の下層で検出したこの遺構については、第4圏に濃いトーンで示しているO
、，
~ 

れについては本文中でも述べたように、基壇建物の下層で検出した点と 2基のPi tから

創建瓦である素弁蓮華文軒丸瓦が4点出土している点から、正法寺の創建当時の掘立柱建

物跡に当たるのではないかと考えるO

以上、今回の調査結果について簡単にまとめた。なお礎石については、調査完了後調査

地区の南側にある公園予定地内に移設した。

(参考文献) 大販府教育委員会 1995・3 『正法寺跡発掘調査概報・ IU

X=-139.950 

X=-139.960 

x=ー139.970

0 1Om  
Y=-32.070 

Y=-32.060 

Y=-32.050 第15国 基壇建物平面図
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(小石はの 1~ 5 mm以内、砂粒はそれ以下とする)

遺 干垂 番挿図 器 法器口量(c径高m) 色 目ムロ 土

十茸 図号版 素 質 残存度 備 考

名 類 番号 形
底径 調 砂 事立
[推定](残存)

6 -1 [7.0J 浅黄櫨色 密
皿 1.1 1/4 

4 -1 (lOYR 8/3) 

6 -2 [8.6J 浅黄楼色 空rよ白ー、・

土 皿 (1.0) 金雲母極少含む 1/3 
4 -2 (10YR 8/4) 

自前

6 -3 灰白色 砂粒を多く含む

器 士不 (1.3) 小片

4 -3 [7.0J (2圃5Y8/2) 

6 -4 [13.8J 李登 色 砂粒・金雲母を多く
瓦

護 (6.5) 合む

4 -4 (5YR 6/8) 

[13.0J 灰 色 砂粒を含むも密6 -5 杯
だ (1.5) 小片

4 -5 蓋 (N5/) 

6 -6 
杯 [17.6J 灰 色 砂粒を含むも密

ま 須 (0.9) 小片

4 -6 蓋 (N6/) 

宙"与、

6 -7 士不 灰 色 砂粒をやや多く含む

り 器 (1.8) 小片

4 -7 身 [11.8J (N6/) 

6 -8 [18.0J 灰 色 砂粒を含むも密

安本 (2.8) 小片

4 -8 (N5/) 

6 -9 長:(10.1) 

生I 最大巾:l.2 ほほ完形
鉄 4 -9 最小巾:0.9

器
6-10 長:(12.4) 

釘 最大巾:0.8 ほほ完形

4-10 最小巾:0園6

瓦 埴 6-11 円 桂 色 砂粒を多く含む 基壇の瓦敷き

筒埴 (11.0) 小片 に使用

事え 輪 5-11 輪 (5YR 6/8) 

物観察表遺
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遺 種 番挿 号図
器 法口量(cf高jmE ) 色 1ム口 土

f茸 素 質 残存度 備 考

名 類
番図 版号

形
器底 径

調 砂 粒
[推定](残存)

百L
緑軸 6 -12 [34.8J (胎土) 密

石
陶

鉢 7.3 灰白色(2.5Y812) 小片

干査 器 5 -12 [26.2J (軸色)明緑色

須 6 -13 灰 色 密 2/3 

裏 言'C弘王、
軍三室~ (2.7) 

込
器 5 -13 [8.6J (N5/) 

め

緑紬陶
6 -14 

(胎土)
密 小片

(1.1) 
浅黄樟色

近江産土 (lOYR 8/4) 
器 5 -14 [5.2J 

(軸色)濃緑色

j茸 6 -15 [30.0J 浅黄櫨色 小石@砂粒を多く 1/6 
土 鍋 (7.8) 含む

1 6 -15 (7.5YR 8/6) 

ト一一一一一 自百

6 -16 [10.oJ 浅黄樺色 密 小片

器 皿 (1.4) 
溝

6 -16 (lOYR 8/3) 

6 -17 灰 色 砂粒・小石を含む 1/4 
2 

軍ゴゴ (2.5) 

6 -17 [8.0J (N6/) 

ト一一一一一一

i茸 6 -18 円 [18.2J (内・外・断) 密 小片

須
面 (4.5) にぶい赤楼色

4 6 -18 硯 (lOR 6/4) 

ト一一一一一

溝 6 -19 [21.2J 灰 色 砂粒を含むも密 1/6 

恵 ま本 (2.4) 

9 6 -19 (N4/) 

ト一一一一一

器
6 -20 杯 [9.0J 灰白色 密 小片

(1.6) 

6 -20 身 (N7/) 

P i t 6 -21 [lO.4J 灰 色 密 小片

士不 (3.0) 

6 -21 [7.6J (N5/) 

26 
土 6 -22 [22.0J 明赤褐色 砂粒を多く含む 小片

宮市 皿 (2.5) 

器 6 -22 (5YR 5/8) 
… L …一一

-28 -



遺 種 番挿図 器 法口量(c径TI可mEr ) 色 Iム口 土

構
番図 号号版 器底 径

素 質 残存度 備 考

名 類 売3 調 砂 粒
[推定](残存)

P i t 6 -23 [l1.4J 浅黄楼色 密

土 皿 (1.4) 1/2 

32 6 -23 [ 4.4J (lOYR 8/4) 

師

包 7 -24 高 浅黄樺色 砂粒を含むも密 小片
片白、
器 (8.8) 

層 7 -24 主不 (7.5YR 8/4) 

P i t 須 7 -25 [14.0J 灰 色 砂粒を多く含む 小片

恵 土不 (3.5) 

A 器 7 -25 (N6/) 

7 -26 [14.6J 浅黄樺色 砂粒を多く合む 小片

主不 (3.1) 
P i t 

7 -26 (7.5YR 8/6) 
土

B 7 -27 [20.4J 撞 色 小石を多く含む 小片

自軍 皿 (2.5) 

7 -27 (5YR 6/8) 

器

i茸 7 -28 

聖書量
浅黄樺色 小石・砂粒を多く 小片

(1l.8) 赤色粒子を少量含む

1 7 -28 (7.5YR 8/6) 

8 -29 軒 直径 灰 色 砂粒を多くとの 1cm 瓦当部

丸 15.2 大の小石を含む 単弁八弁蓮華文

8 -29 瓦 厚:3.1 (N5/) にアう乙Z川Jクノ

瓦 8 -30 軒 直径 暗灰色 砂粒・小石を多量に 瓦当部

丸 [18.0J 合む 単弁蓮華文

だ 8 -30 瓦 厚:1.8 (N3/) 2/3 

ま 8 -31 軒 直径
褐灰色

砂粒・小石を多く 瓦当部(10YR 5/1) 
瓦 丸 16.2 と 含む 複弁六弁蓮華文

り 8 -31 瓦 厚:2.5 (桂5YR71色8) 
主ヌうじZパJクノ

8 -32 車干 直径 暗灰色 砂粒・小石を多量に 瓦当部

丸 [18.0J 含む 単弁蓮華文

8 -32 瓦 厚:1.4 (N3/) 2/3 

溝 8 -33 軒 直径 灰 色 小石・砂粒を多量に 瓦当部

丸 [18.0J 合む 単弁蓮華文

4 8 -33 瓦 厚:2.0 (N5/) 1/2 

29 -

必-
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遺 種 挿番 図 器
法量(cm)

色 目ム口 土口千i:
構 図号版 器高 素 質 残存度 備 考

名 類 番号 形
底径 調 砂 粒
[推定](残存)

土 8 -34 軒 直径 灰 色 砂粒を多く含む 瓦当部

坑 丸 [17.4J 素弁蓮華文

1 9 -34 瓦 厚:2.6 (N6/) 1/2 
ト一一一一一

P i t 9 -35 軒 直径 灰 色 砂粒を多く含む 瓦当部

丸 [17.4J 素弁蓮華文

24 9 -35 瓦 厚:2.1 (N5/) 
ト一一一一一一

9 -36 軒 直径 灰 色 砂粒・小石を非常に 瓦当部

丸 [17.4J 多く含む 素弁蓮華丈

9 -36 瓦 厚:1.6 (N4/) 小片

P i t 9 -37 軒 直径: 灰 色 砂粒・小石を非常に 瓦当部

丸 [17.8J 多く含む 素弁蓮華文

22 9 -37 瓦 厚:2.2 (N4/) 1/2 

9 -38 車干 直径 灰 色 砂粒を多く含む 瓦当部

丸 17.4 素弁八弁蓮華文

9 -38 瓦 厚:2.4 (N6/) c7士じ>:J月E二JシC 

ト一一一一

10-39 軒 横幅 灰 色 砂粒・小石を多く 瓦当部

瓦 平 (10.0) 合む 均整唐草丈

10-39 瓦 厚 :4固9 (N5/) 1/3 

10-40 車干 横幅 灰白色 砂、粒@小石を多く 瓦当部

平 (16.0) 合む 均整唐草文

10 40 瓦 厚:5.9 (7.5Y 8/1) 1/2 
瓦

10-41 車干 横幅 灰 色 砂粒・小石を多く 瓦当部

だ
平 (12.0) 合む 均整唐草丈

10 41 瓦 )享 :5.4 (N5/) 1/2 

ま
10-42 軒 横幅 灰白色 砂粒・小石を多く 瓦当部

平ぬ (22.8) 合む 均整唐草丈

10-42 瓦 厚:5.1 (7.5Y 8/1) 3/4 

り
10-43 軒 横幅 浅黄色 砂粒@小石を多く 瓦当部

平 (12.6) 合む 均整唐草丈

11-43 瓦 厚:6.0 (2.5Y 7/3) 1/3 

10-44 軒 横幅 灰白色 砂粒を多く含む 瓦当部

平 28.2 均整唐草丈

11-44 瓦 摩:6.0 (5Y 8/1) 仁7王じS7I乙少/; 
」一一一

ハ
υ
q
J
 

.. 



遺 種
番挿 号図

器
法量(cm)

色 日ム口 土
口 fTI可壬T 

構
番国 版号 底器 径

素 質 残存度 f蒔 考

名 類 形 調 砂 事立
[推定](残存)

平 長:(29.0) 
表:オリーブ黒色

砂粒・小石を多量に11-45 (7.5Y 3/1) 

幅:27.0 
断:浅黄色

含む 3/4 (2.5Y 7/3) 
11-45 瓦 厚:2.5 裏:灰色

(7.5Y 4/1) 

11-46 平 長:35.0 灰 色 砂粒・小石を多量に

幅:26.1 含む ほほ完形

11-46 瓦 厚 :2.4 (7.5Y 5/1) 

平 長:(28.9) 
表:8音灰黄色

砂粒・小石を多く12-47 (2.5Y 4/2) 

幅:25.4 
断:灰黄色

ゆ1cm大の石を少量 3/4 (2.5Y 612) 
12-47 瓦 厚:2.0 裏:黒色 合む

(2.5Y 2/1) 

平 長:(19.1) 
表:J天色

砂粒・小石を多く12-48 (7.5Y 6/1) 
瓦

幅:26.6 
断:灰白色

合む 小片(7.5Y8/1) 

12-48 瓦 厚:2.7 裏:灰色

瓦
(7.5Y 6/1) 

12-49 平 長:40.2 灰 色 砂粒・小石を多く

だ 幅:(15.5) φ1 cm大の石を少量 2/3 

12-49 瓦 厚:2.1 (IOY 6/1) 合む

13-50 丸 長:37.9 灰黄色 砂粒・小石を多量に

ま 幅:14.0 合む 2/3 

13-50 瓦 厚 :2.4 (2.5Y 7/2) 

13-51 丸 長:34.1 灰 色 砂粒・小石を多く

り 幅:16.0 合む 一部欠損

13-51 瓦 厚:2.2 (N6/) 

13-52 丸 長:34.6 
表:淡黄色

砂粒@小石を多量に

幅:17.0 
(2.5Y 8/3) 

合む ほほ完形

13-52 瓦 厚:2.1 
裏:浅黄色

(2.5Y 7/4) 

14-53 
長:(16.5) 

赤灰色 砂粒@小石を多量に
幅:14.5 

含む

14-53 
最大厚:7.0

(7.5R 5/1) 
最小厚:4.7

14-54 
長:(24.9) 

灰 色 砂粒・小石を多量に

士専
幅:13.3 

含む
最大厚:6.6

14-54 
最小厚:4.7

(N5/) 

14-55 
長:(9.6) 表面

砂粒・小石を多量に
幅:13.7 

灰色 (N4/)

その他の面と断面 合む

14-55 
最大厚:6.7灰白色

最小厚:5.1 (7.5Y 811) 
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遺 種 番挿図 器 法口量(c径高m) 色 日台 土

十葺
番図 号号版 底器 経

素 質 残存度 備 考

名 類 形 調 砂 事立
[推定](残存)

14-56 長:(16.7) 黄櫨色 砂粒・小石を多く
瓦 幅:(11.9) 合む

だ 14-56 厚:5.9 OOYR 8/6) 
t専

ま 14-57 長:(18.7) 暗灰色 小石・砂粒を多く

り 幅:13.3 合む

14-57 厚:3.7 (N3/) 

つhHqtu
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報 告書抄録

ふ り がな しょうほうじあとはつくっちょうさがいようほうこくしょ

書 名 正法寺跡発掘調査概要報告書

編著者名 村上始

編集機関 四候畷市教育委員会

所 在 地 干575-8501 大阪府四候畷市中野本町1番 1号 TEL 072-877-2121 

発 行 日 2001年(平成13年) 3月

ふりがな ふりがな コード

所収遺跡名 所在 地 市町村
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

しょうほうじあと しじようなわてし 272299 340 1350 平成 173ぱ 宅地造成

きょたき 12年7月17日

44' 38〆

正法寺跡 四候畷市
16" 58" 平成

清滝地内 12年8月4日

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

正法寺跡 寺院 白鳳時代・ 基壇建物・掘立 軒丸瓦・軒平瓦 講堂跡・創建

平安時代 柱建物跡 円面硯・緑粕陶器 当時の建物跡
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